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概要： 
ブラックホール近傍からほぼ光速のアウトフローであるジェットの放

出現象が観測されている. ジェットの存在は, ブラックホール近傍の電
磁場のエネルギーが支配的な領域に物質が注入・加速されていることを

示唆している. しかし, どのようにジェットの領域に物質が供給されて
いるかは未解明である. 物質の注入機構として有力なものの一つとして, 
ブラックホール近傍の強い電場によって加速されたプラズマが高エネル

ギー光子を放出し, これを起点として電子陽電子が雪崩的に生成する電
磁カスケード現象が挙げられる. しかし, どこでどれだけの電磁場エネ
ルギーを使ってどれだけの数の粒子を供給しているかなどは分かってい

ない.  
これまでの研究は時間的に定常の仮定のもとで進められていたが, 電

磁カスケードは本質的には非定常な現象である. 同様の電磁カスケード
が期待されるパルサー磁気圏の研究では, 非定常性を考慮することで電
磁カスケードにより生成される粒子数に大きな違いが出ることが示され

ている. ただしブラックホールの場合, ホライズン近傍の現象であるた
め一般相対論的効果を適切に取り入れる必要がある. そこで我々は, 一
般相対論的効果と粒子生成を取り入れた時間発展プラズマ粒子シミュレ

ーションを行った. その結果, 時空の引きずりの効果によってできる電
荷密度が中性になる面に粒子加速領域が形成することがわかった. セミ
ナーでは, 得られた結果に対してパルサーの場合との違いを対比させな
がら解釈を行う. 
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